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令和５年第１回大河原町議会定例会（３月会議） 
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１．新型コロナウイルス感染症対策について  

 政府は新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけを、季節性インフルエンザ

と同じ５類に引き下げる方針を明らかにしている。これにより医療費の公費負担

がなくなる。マスク着用については、３月 13 日から基本的に個人の判断に委ね

るとしているが、 

 

(1) 学校教育現場では４月１日からとしているが、どのように対応していくの

か。 

 

 (2) 町民に対する周知は 

 

 (3) ５類に引き下げると「感染者が検査や受診を受けない・受けられない可能

性がある」ことが懸念されるが、どのように対応していくのか。 

 

 

２．情報共有について 

「町政への意見・提言」や「町政ご意見箱」を通して多くのご意見をお寄せい

ただき、町政への反映に努めていると述べている。 

 

(1) ここ数年の間に町民から寄せられた貴重な意見や提言とは。中身について

伺う。 

 

(2) 「町政ご意見箱」の設置状況について。町民参加の町づくり推進から、今

後、設置場所を増やしていく考えはないか。 

 

 

３．町有地確保について 

土地資源が少ない本町において、計画的に早めに町有地確保に精力的に取り組

む必要性を感じている。 

 

(1) 役場駐車場は以前から来庁者に不便をきたし手狭となっている。解消策の

一つとして役場周辺に民有地を活用した駐車場確保の可能性はないのかどう

か。早めに調査し、地権者と交渉し駐車場等に使用できる土地を確保してい

くべきでないか。 

 

 

４．ＣＯ２排出量の削減について 

国が進める「グリーントランスフォーメーション(ＧＸ)への投資」方針をうけ

て、脱炭素社会の推進に向け、公共施設のＣＯ２排出量の削減に積極的に取り組

むとしている。具体的計画について伺う。 

 

 

５．ふるさと納税について 

「寄附金の使途に関しても責任ある対応に努め本町らしいまちづくりに活用し

ていく」と述べている。現在約 25 億円に増大しているふるさと寄附金の現状と

使途(これまでと今後について)について町民にきちんと周知していくべきでない

か。また、活用について町民の声を聞いて施策に反映していくべきでないか。 
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６．複合施設整備に関して  

「子ども家庭センター」を令和６年４月設置に向けて準備を進めていく一方、

将来に向け、さらなる子育て支援の機能充実を図るため、拠点となる複合施設整

備の検討を進めると述べている。 

 

(1) 現在、町が描いている複合施設の構想とは。 

 

(2) 施設整備するには用地が必要であるが確保の見通しは。 

 

 

７．健康診査事業について 

生活習慣を見直す動機付けとなるよう、令和５年度から高血圧に関連のある新

たな検査項目を追加すると述べている。 

 

(1) 追加検査項目とは。 

 

(2) 健康診査事業で今後の検討課題があれば示してほしい。 

 

(3) 子どものインフルエンザワクチン接種は 13 歳未満は年２回、13 歳以降は

１回となっている。１回の接種料は 4,000 円位で保護者にとって重い負担に

なっている。保険適用外なので費用の負担軽減を図っていく考えはないか。 

 

 

８．エアコン設置について 

金ケ瀬中学校の特別教室にエアコンを設置すると述べている。 

 

 (1) 設置が遅れている理由は。 

 

 (2) これによりすべての小・中学校の特別教室にはエアコンが設置されるとい

うことでいいのか。 

 

 (3) 小・中学校の体育館にエアコンが設置されていない理由は。熱中症対策や

教育環境整備対策としてエアコン設置を検討していく考えはないか。 

 

 (4) 総合体育館や東部屋内運動場にもエアコン設置を検討していく考えはない    

か。 

 

 

９．部活動地域以降について 

中学校の部活動地域移行については、本年度から国の方針に沿って、本町の現

状に合わせた基本方針を策定すると述べている。 

 

(1) 教師の「働き方改革」いわゆる多忙化解消から地域移行は必要と考えざる 

をえないが、その「受け皿」はどうなるのか。現状について。 

 

(2) スポーツ・文化芸術活動の指導ガイドラインを示してほしい。 

 

(3) 協議会を設置するとしているが、構成メンバーと任期について。 
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(4) 指導員の人選基準は。処遇は。大中・金中それぞれ何名配置されるのか。 

 

(5) 活動中に事故や問題が起きた場合の責任と所在は。 

 

(6) 地域移行にあたり、課題となっている事は何か。 

 

 


